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杉本知事（左）へ要望書を提出する八木会頭

西行市長（右）へ要望の説明を行う八木会頭

池田会頭（左）と握手を交わす八木会頭

流通第二部会との意見交換会

6.13

6.17・18

福
井
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
建
設
に
つ
い
て
県
・
市
に
要
望

担
当
／
新
幹
線
・
都
市
再
生
推
進
課

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
商
業
部
会
と
の
意
見
交
換
・
交
流
会

担
当
／
新
幹
線
・
都
市
再
生
推
進
課

視察受入人数：１７名

　

福
井
商
工
会
議
所
の
八
木
誠
一
郎
会
頭
は
、
杉
本
達
治
福
井
県
知
事
、
西
行
茂
福
井
市
長

に
対
し
て
福
井
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
の
建
設
に
か
か
る
要
望
を
行
っ
た
。
福
井
ア
リ
ー
ナ
は
、

福
井
県
・
福
井
市
・
福
井
商
工
会
議
所
で
作
る
県
都
に
ぎ
わ
い
創
生
協
議
会
が
取
り
ま
と
め

た
「
県
都
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
ま
ち
な
か
の
新
た
な
機
能
と
し
て
整
備
計
画

が
進
ん
で
い
る
。
福
井
駅
か
ら
徒
歩
８
分
の
立
地
に
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
ラ
イ
ブ
、コ
ン
サ
ー

ト
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
用
が
想
定
で
き
る
他
、
災
害
時
に
お
け
る
福
井
駅
周

辺
の
帰
宅
困
難
者
の
一
時
避
難
所
と
し
て
防
災
的
な
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

増
額
が
見
込
ま
れ
る
建
設
整
備
費
の
調
達
手
段
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
融
資
制
度
」
の
活
用

を
検
討
し
て
お
り
、
八
木
会
頭
は
福
井
県
に
対
し
て
ふ
る
さ
と
融
資
へ
の
利
子
補
給
お
よ
び

保
証
料
へ
の
支
援
を
要
望
。
ま
た
、
福
井
市
に
は
、
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
（
第
二
世
代
交
付
金
）
を
活
用
し
、
最
大
限
の
支
援
を
依
頼
し
た
。

杉
本
知
事
は
、
地
方
で
は
公
設
公
営
の
ア
リ
ー
ナ
が
多
い
こ
と
か
ら
、
福
井
の
取
組
み
が
成

功
す
れ
ば
全
国
に
誇
る
事
例
と
な
る
と
し
、
県
議
会
や
福
井
市
と
協
力
し
前
向
き
に
検
討
す

る
と
し
た
。
西
行
市
長
は
、
物
価
高
騰
や
防
音
対
策
を
理
由
に
事
業
費
が
増
加
す
る
こ
と
に

理
解
を
示
し
、
市
議
会
や
県
と
協
力
し
前
向
き
に
支
援
を
検
討
す
る
と
応
じ
た
。

　

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
の
池
田
一
義
会
頭
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行 

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）、
商
業
部
会
の
染
谷
幸
一
部
会
長
（
㈱
浦
和
花
見 

代
表
取
締
役
）
を
は
じ
め
と
し
た

商
業
部
会
委
員
の
視
察
受
入
を
実
施
し
た
。
１
日
目
は
、
ま
ち
づ
く
り
福
井
㈱
お
よ
び
コ
ノ

ジ
ナ
ガ
ヤ
な
ど
福
井
駅
周
辺
を
視
察
。
そ
の
後
、
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
に
て
流
通
第
二
部

会
委
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
福
井
商
工
会
議
所
か
ら
は
小
川
明
彦
副
部
会
長
（
㈱
大

津
屋 

第
二
十
九
代
当
主
）
を
は
じ
め
地
元
商
業
者
４
名
が
出
席
し
、
北
陸
新
幹
線
県
内
開

業
後
の
福
井
駅
周
辺
や
ま
ち
の
変
化
、
自
社
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
同
日

夕
刻
か
ら
は
、
八
木
誠
一
郎
会
頭
、
吉
田
真
士
副
会
頭
も
加
わ
り
交
流
会
を
開
催
。
両
地
域

間
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
た
積
極
的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
視
察
団
は
翌
日
に
は
、
福
井

県
立
恐
竜
博
物
館
並
び
に
養
浩
館
庭
園
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

福
井
商
工
会
議
所
で
は
、北
陸
新
幹
線
の
沿
線
地
域
に
立
地
す
る
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

会
員
事
業
所
間
の
交
流
促
進
や
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
さ

い
た
ま
商
工
会
議
所
と
は
令
和
５
年
よ
り
連
携
を
深
め
て
お
り
、
経
済
交
流
会
や
商
談
会
を

開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
会
員
同
士
の
交
流
や
両
地
域
間
で
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
事
業
展

開
を
行
い
、
関
係
を
一
層
深
め
て
い
く
。



商 工 会 議 所 の 動 き
F C C I  N E W S

商工会議所の動き
F C C I  N E W S

6.24

6.26

生
成
Ａ
Ｉ
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
で
創
る

業
務
効
率
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

担
当
／
産
業
技
術
・
Ｄ
Ｘ
推
進
課

中
小
企
業
の
た
め
の

採
用
手
法
解
説
セ
ミ
ナ
ー

担
当
／
人
材
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

講師／ｄ
ド ッ ト ス タ ジ オ

ｏｔｓｔｕｉｄｉｏ㈱
　　　代表取締役 菅原のびすけ 氏
　　　プロトアウトスタジオ 講師 りゆ 氏
参加企業／１３社
参加人数／１５人

講師／㈱マイナビ　北陸営業部
　　　部長　尾田　拓海　氏

参加企業／ 76 社
参加人数／ 84 名

7July8Augu
s
t

１
日
■  

常
議
員
会
、
臨
時
議
員
総
会
・
７
月
度
議
員
懇
談
会

７
日
■  

事
業
承
継
補
助
金
等
活
用
相
談
会(

～
９
日
）

8
日
■  

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
勉
強
会
（
～
９
／
19
）

9
日
■  

事
業
計
画
策
定
に
役
立
つ
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

■  

国
際
情
勢
講
演
会

■  

海
外
業
務
担
当
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

１4
日
■  

外
国
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー

■  

創
業
実
践
塾
（
～
８
／
21
）

１７
日
■  

原
子
力
人
材
育
成
研
修　

機
械
組
立
技
能
基
礎
（
～
25
日
）

１8
日
■  

福
井
県
ア
ス
リ
ー
ト
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
講
演
会

23
日
■  

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
た
人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー

28
日
■  

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー

29
日
■  

中
小
企
業
が
学
ぶ
べ
き
採
用
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
【
中
途
採
用
編
】

■  

原
子
力
人
材
育
成
研
修　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
基
礎
（
８
／
８
）

2
日
■  

第
72
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り
民
踊
大
会

６
日
■  

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
～
７
日
）

20
日
■  

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー

■  

原
子
力
人
材
育
成
研
修　

測
定
技
術(

～
21
日
）

25
日
■  

原
子
力
人
材
育
成
研
修　

品
質
保
証
基
礎

2６
日
■  

第
51
回
合
同
プ
レ
ス
発
表
会

28
日
■  
原
子
力
人
材
育
成
研
修　

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御(

～
９
／
５)

29
日
■  
商
談
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

Chamber calendar  会議所カレンダー

　

生
成
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
て
業
務
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
５
回
シ
リ
ー

ズ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。

　

初
回
講
義
で
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
仕

組
み
や
活
用
方
法
を
学
ん
だ
後
、
会
話
型

Ａ
Ｉ
「
ｍミ

ー

ボ

ｉ
ｉ
ｂ
ｏ
」
を
活
用
し
て
福
井

の
観
光
情
報
を
テ
ー
マ
に
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
を
制
作
。

　

ｍ
ｉ
ｉ
ｂ
ｏ
で
制
作
し
た
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
連
携
し
、
独
自
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｂ
ｏ
ｔ
と
し
て
実
装
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
た
」「
業
務
改
善
に
応
用
で
き
そ
う
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

全
５
回
の
講
義
を
通
じ
て
、
業
務
課
題

の
解
決
に
向
け
た
独
自
の
ツ
ー
ル
を
制
作

し
、
最
終
講
義
で
成
果
報
告
を
行
う
。

　

就
職
活
動
の
流
れ
が
多
様
化
す
る
中

で
、
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
採
用
手
法
を

解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

　

講
師
か
ら
は
、
直
近
の
採
用
ト
レ
ン
ド

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
最
近
の
新
卒
の
動

向
で
は
、
今
後
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ

と
を
嫌
う
学
生
が
多
い
た
め
、
企
業
が
入

社
前
に
自
社
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
オ
ー

プ
ン
に
す
る
「
ネ
タ
バ
レ
就
活
」
の
傾
向

に
あ
る
と
説
明
。
そ
の
背
景
を
元
に
様
々

な
採
用
手
法
の
説
明
を
行
っ
た
。
人
手
不

足
は
大
き
な
経
営
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、

参
加
者
か
ら
も
積
極
的
な
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
に
会
場
参
加
者
で
実
施

し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
採
用
担
当
者

同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
た
。


